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　１月19日、20日の２日間、鳥栖市の牟田秀敏市長が対馬

市を訪問されました。これは、江戸時代に対馬藩が飛地と

して治めていた肥前国田代が、現在の佐賀県鳥栖市東部及

び基山町にあたり、この時、対馬から次席代官として赴任

した賀島兵介は、同地で善政を行い領民に慕われました。

そのため現在でもその功績を偲んで、毎年、鳥栖市と基山町

が共催（事務局基山町）の「賀島祭」が行われているそうです。

　このような歴史的なつながりを持つことから牟田市長が

対馬市を訪れたもので、松村市長との会談では、今後、両

市がそれぞれの地域の特性を生かし、お互いの市の発展へ

向けて、市民レベルでの地域間交流を促進させることを確

認しました。
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活発な討論が行われたワークショップの様子�

握手を交わす牟田市長と松村市長�

一般市民に公開された市民ワークショップ�

とび　ち

か しま ひょうすけ

佐賀県鳥栖市長が対馬市長を訪問�
�～歴史のつながりを契機に、地域間交流の促進へ～�

ツシマヤマネコ保全計画づくり国際ワークショップ開催される�
�

市民も参加して、ツシマヤマネコの保護へ向けた具体的な行動計画の指針が作成される�
�
�

しの

　
「
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
と
共
生
す

る
地
域
社
会
を
目
指
し
て
」
を
テ

ー
マ
に
、
1
月
9
日
か
ら
1
月
11

日
ま
で
、
美
津
島
文
化
会
館
を
会

場
に
、
海
外
や
国
内
の
動
物
保
護

に
関
す
る
専
門
家
、
市
民
代
表
、

行
政
関
係
者
、
N
P
O
な
ど
約
１

２
０
名
が
一
堂
に
会
し
、
ツ
シ
マ

ヤ
マ
ネ
コ
保
全
計
画
づ
く
り
国
際

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
ツ
シ

マ
ヤ
マ
ネ
コ
と
共
生
す
る
地
域
社

会
づ
く
り
、
生
息
域
内
保
全
、
飼

育
下
繁
殖
、
感
染
症
対
策
の
４
つ

の
作
業
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
、
分
析
、
目
標
設

定
を
踏
ま
え
、
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ

保
全
の
た
め
の
行
動
計
画
の
指
針

が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
最
終
日
の
午

後
７
時
か
ら
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
か
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
が
ま

と
め
た
指
針
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
息
域
内
保
全
の
グ
ル
ー
プ
で

は
、
10
年
以
内
に
交
通
事
故
を
な

く
す
こ
と
等
を
目
標
に
、
道
路
の

建
設
・
改
修
に
つ
い
て
生
き
物
に

配
慮
す
る
こ
と
を
計
画
段
階
か
ら

専
門
家
が
参
加
す
る
体
制
を
作
る

こ
と
等
が
提
案
さ
れ
、
ま
た
、
感

染
症
対
策
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ノ
ラ

ネ
コ
や
飼
い
猫
か
ら
の
ネ
コ
エ
イ

ズ
等
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
条
例

制
定
に
よ
る
飼
い
猫
の
登
録
制
度

の
導
入
等
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
主
催
し
た

ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
Ｐ
Ｖ
Ａ
実
行
委

員
会
の
羽
山
伸
一
代
表
（
日
本
獣

医
畜
産
大
学
獣
医
学
部
助
教
授
）

は
「
ヤ
マ
ネ
コ
の
関
係
者
が
共
通

の
認
識
を
持
ち
、
保
全
の
た
め
に

何
か
ら
や
る
べ
き
か
順
番
を
確
認

で
き
た
こ
と
、
計
画
づ
く
り
に
最

初
か
ら
市
民
が
参
加
で
き
た
こ
と

が
重
要
な
成
果
で
す
。
皆
さ
ん
か

ら
非
常
に
前
向
き
な
意
見
が
多
数

で
て
感
激
し
ま
し
た
」
と
今
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ふ
り
返
り
ま

し
た
。

　
海
外
か
ら
参
加
し
、
行
動
計
画

作
成
に
加
わ
っ
た
国
際
自
然
保
護

連
合
の
種
の
保
存
委
員
会
、
保
全

繁
殖
専
門
家
グ
ル
ー
プ
の
フ
ィ
ル

・
ミ
ラ
ー
さ
ん
は
「
地
域
の
人
は
、

対
馬
ヤ
マ
ネ
コ
の
現
状
に
対
す
る

意
識
は
薄
い
よ
う
で
す
。
地
域
住

民
の
あ
り
方
が
数
の
減
少
を
食
い

止
め
る
こ
と
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
意
識
、

例
え
ば
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
出
さ
ず

に
運
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
交

通
事
故
を
防
ぐ
だ
け
で
も
、
絶
滅

へ
の
危
機
を
大
き
く
回
避
で
き
ま

す
」
と
地
域
住
民
と
の
関
係
の
重

要
性
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
…
参
加
者
全
員
が
知
識
・
経
験
を
持
ち
寄
っ
て
話
し
合
い
を
重
ね
る
形
の
集
会
。



　
厳
原
町
の
市
民
グ
ル
ー
プ
「
対

馬
津
軽
会
」
（
上
原
正
行
会
長
）

が
、青
森
県
津
軽
地
方
に
多
い「
つ

し
ま
」
の
姓
の
ル
ー
ツ
を
探
り
、

歴
史
の
縁
で
結
ば
れ
た
対
馬
と
津

軽
の
関
係
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
漫
画
を
制
作
。
全
国
の
「
つ

し
ま
」
さ
ん
に
対
馬
へ
の
里
帰
り

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
漫
画
で
は
、
今
か
ら
約
７
０
０

年
前
、
蒙
古
（
元
）
が
対
馬
に
襲

来
し
た
際
、
対
馬
か
ら
北
部
九
州

へ
向
け
て
避
難
し
た
舟
が
し
け
で

遭
難
。
漂
流
中
に
津
軽
の
水
軍
に

救
助
さ
れ
た
対
馬
の
人
々
は
、
そ

の
後
故
郷
へ
帰
る
こ
と
を
断
念
し
、

津
軽
に
住
み
着
き
「
つ
し
ま
」
と

名
乗
っ
た
こ
と
で
、
津
軽
地
方
に

は「
対
馬
、
津
島
、
対
島
、
津
嶋
」

な
ど
多
く
の
「
つ
し
ま
」
姓
が
あ

る
こ
と
が
、
12
コ
マ
の
漫
画
で
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　
イ
ラ
ス
ト
を
担
当
し
た
の
は
、

厳
原
町
で
絵
画
を
教
え
て
い
る

「
モ
ミ
ジ
」こ
と
椛
田
幸
太
郎
さ
ん

（
25
歳
）
で
す
。

　
同
会
は
、
漫
画
を
５
０
０
部
作

成
し
、
地
元
や
津
軽
の
関
係
者
に

配
布
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
対
馬
あ
れ
こ
れ
ね
っ
と
」

http://w
w

w
1.ocn.ne.jp/~kurose/

で
も
わ
か
り
や
す
く
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
問
い
合
せ
先
）
対
馬
津
軽
会
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　長崎県建設業協会対馬支部（37社）と対馬南警察署管内の漁

業協同組合（6組合）を代表し、星野建設㈱の星野光圀対馬支店

長と豊玉町漁協の根津廣次組合長の2名が、12月15日、同署で

飲酒運転追放を宣言。率先して飲酒運転の追放と交通事故撲滅

に取り組むことを、対馬南警察署長に誓いました。

　宣言を行った星野支部長は「飲酒運転追放が末端の社員や家

族まで浸透するよう、啓発活動を徹底いたします」と語ってい

ました。

　対馬の経済を支える建設業及び漁業の従事者は約7,000人です。

（Ｈ12国勢調査調べ）

　今年3月に初めての卒業生を送り出す県立対馬高校の国際文

化交流コースから、韓国釜山市の釜慶大学校へ2名と東亞大学

校へ3名進学することが決まりました。

　彼女たちは全員対馬島外の中学校出身で、韓国の言葉や文化、

歴史などが学べる同コースで3年間勉強や交流に励んできました。

　卒業後も韓国についてさらに学び、将来の職業に生かしたい

との思いから韓国への留学を希望し、無事大学校側より合格の

内定を受けました。

「日韓の架け橋として活躍したい」「韓国の企業に務めて多く

の日本の方に韓国を好きになってもらいたい」など夢は一人ひ

とり違いますが、全員希望に目が輝いていました。
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か
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飲酒運転追放宣言を行う星野対馬支部長�

�

上段：釜慶大学校へ留学する 河野美幸さん（左）、�
　　 加藤久美さん（右）�
下段：東亞大学校へ留学する 園田美和さん（左）、�
　　 永田美奈都さん（中央）、辻佳菜子さん（右）�

建設業協会対馬支部及び対馬南署管内漁協�

「対馬津軽会」  津軽 「つしま」 姓ルーツ物語�
�
�
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入
団
以
来
、
51
年
間
余

り
に
わ
た
っ
て
地
域
の
消

防
防
災
活
動
に
尽
く
し
て

こ
ら
れ
た
美
津
島
町
小
船

越
の
小
田
久
人
さ
ん
に
、

消
防
功
労
者
と
し
て
瑞
宝

双
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
田
さ
ん
は
、
昭
和
27

年
1
月
に
船
越
村
消
防
団

に
入
団
。
昭
和
47
年
12
月

か
ら
9
年
間
に
わ
た
っ
て

美
津
島
町
消
防
団
の
指
導

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
昭

和
56
年
11
月
か
ら
18
年
間

に
わ
た
り
同
副
団
長
、
平

成
12
年
６
月
か
ら
対
馬
６

町
合
併
を
機
に
退
職
さ
れ

る
ま
で
同
団
長
と
し
て
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
章
に
あ
た
り
「
こ
の

よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
大

変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
私
を
支
え
て
く
れ
た

団
員
の
皆
さ
ん
達
に
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
喜
び
を

語
る
と
共
に
「
若
い
団
員

の
皆
さ
ん
も
よ
く
頑
張
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
大
変
で

し
ょ
う
が
自
分
た
ち
の
地

域
を
守
る
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
も
力
を
尽
く
し
て
下

さ
い
」
と
後
輩
へ
の
激
励

の
言
葉
を
語
っ
て
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。

　
栄
え
あ
る
受
章
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　１月15日、対馬観光物産協会上対馬支部主催の「2006かみつ

しま釣り大将」が島内外から39名の参加者を集め行われました。

　終日、穏やかな天候にもめぐまれ、親子での参加者もありました。

　結果は次のとおりです。（敬称略）

【高校生・一般の部】

◎クロの部　①扇祥（上対馬）1,630g②若松昌信（上対馬）1,220ｇ

③磯部修（上県）1,095ｇ◎大量賞（※クロ５匹の重量）①竹内克己

（北九州市）4,280ｇ②篠田良治（上対馬）4,145ｇ③西田孫比古（北

九州市）3,940ｇ　◎特別賞※クロ以外の大物魚　①板山俊典（上

県）605ｇ

【小・中学生の部】◎総重量賞　①井上魁人（美津島）5,880ｇ

②板山航太（上県）2,090ｇ③網代隆志（上対馬）1,980ｇ④島

居龍太（上対馬）1,550ｇ

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
の

１
月
26
日
、
厳
原
町
の
県

立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館

で
防
火
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
対
馬
市
消
防

署
や
厳
原
地
区
消
防
団

（
第
2
、第
５
分
団
）ら
約

40
名
が
参
加
。
館
内
の
作

業
室
か
ら
火
災
が
発
生
し
、

資
料
展
示
室
へ
延
焼
が
拡

大
し
た
と
の
想
定
で
、
職

員
に
よ
る
１
１
９
番
通
報

及
び
避
難
誘
導
の
ほ
か
、

消
防
署
と
消
防
団
に
よ
る

放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
消
防
署
は
、
フ
ォ

グ
ガ
ン
と
呼
ば
れ
る
消
火

器
具
を
使
用
。
こ
れ
は
高

い
圧
力
を
か
け
て
水
を
霧

状
に
し
て
噴
射
す
る
こ
と

で
、
空
気
を
遮
断
し
、
温

度
を
低
下
さ
せ
て
火
を
効

果
的
に
消
火
す
る
も
の
で

す
。
通
常
の
放
水
と
違
い
、

水
の
圧
力
に
よ
り
文
化
財

を
破
損
す
る
恐
れ
が
少
な

く
な
る
そ
う
で
す
。

　
同
資
料
館
に
は
、
１
階

で
展
示
中
の
約
１
０
０
点

の
資
料
の
ほ
か
、
２
階
収

蔵
庫
に
は
、
宗
家
文
庫
史

料
約
７
万
点
を
含
む
約
10

万
点
の
史
料
が
収
蔵
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
貴
重
な
文
化
財

を
守
る
た
め
、
参
加
者
は

真
剣
な
表
情
で
訓
練
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
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ず
い
ほ
う

フ
ォ
グ
ガ
ン
を
使
用
し
て
の
訓
練�

各部門の優勝者たち�
左から竹内克己さん、井上魁人くん、扇祥さん�
�

小田久人さん（美津島町）�
�消防功労者として瑞宝双光章を受章�
�

�

�

お　　  だ　　　ひさ　　と�

ずいほうそうこうしょう�

新春恒例釣り大将�
�

県立対馬歴史民俗資料館で防火訓練�
�
�

火災から文化財を守れ�
�

そ
う
こ
う
し
ょ
う



　
私
た
ち
豊
老
人
ク
ラ
ブ（
上
対
馬

町
）は
、年
度
当
初
に
事
業
計
画
を

立
て
て
、各
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
今
年
度
は
、
区
内
の

山
の
山
頂
（
海
抜
約
１
０
０
ｍ
）

に
あ
る
万
歳
峠
記
念
碑
（
日
本
海

戦
捷
記
念
碑
）
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
こ
の
碑
の
由
来
は
、
１
０
０
年

前
の
明
治
38
年
5
月
27
日
午
後
２

時
に
、
そ
こ
を
通
り
か
か
っ
た
豊

の
領
主
で
あ
る
洲
河
藤
十
郎
氏
が
、

ロ
シ
ア
艦
船
が
沈
没
す
る
様
を
肉

眼
で
確
認
し
、
万
歳
を
唱
え
た
こ

と
か
ら
、
以
後
、
こ
の
峠
は
万
歳

峠
と
名
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
万
歳
峠
記
念
碑
探
索
の
メ
ン
バ

ー
は
、
上
は
90
歳
か
ら
下
は
66
歳

ま
で
の
15
名
で
編
成
し
ま
し
た
。

　
90
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
腰

が
曲
が
っ
て
い
る
も
の
の
元
気
に

参
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
番

先
頭
に
立
っ
て
歩
く
姿
に
は
頭
が

下
が
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

　
そ
の
万
歳
峠
記
念
碑
の
前
で
昼

食
を
と
り
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。
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　１月15日、美津島町のあそうベイパークで第3回長崎県ねんり

んピック対馬市予選兼つしまライオンズクラブ杯グラウンドゴル

フ大会が開催されました。大会には、41チーム、201名が参加。

競技は8ホール、3ラウンドで行われ、厳原町のパワーズＡが優

勝。上対馬町のさわやかＡが準優勝しました。両チームは5月13

日に諫早市で開催される長崎県ねんりんピックへの出場権を獲得

しました。　

　優勝したパワーズ（八坂邦会長）は2年連続の出場。22人が所

属し、週3回練習を行っています。

　1月8日、長崎市の県立総合体育館で行われた第28

回長崎県女子剣道大会で、厳原少年剣道部が団体戦

に出場し、見事3位に入賞しました。

　この大会は、小学生が団体戦、中学生以上は個人

戦で、県下では唯一の女子だけの大会。小学生団体

には県内各地から76チームが出場しました。同部は、

2回戦の対上五島戦では、先鋒・中堅が引き分ける

苦しい試合展開となりましたが、大将戦を勝利で飾

り3回戦へ駒を進め、最後には優勝した島原剣心館

Ａに破れましたが、離島勢では唯一の入賞となりま

した。
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